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 巨大なインフラが対象となるため、多数の小型、安価なセンサが必要となる。  









そこで、本研究では、表面弾性波(Surface Acoustic Wave : SAW)を用いたひずみセンサに着目した。SAW 素子は小型、
高感度、低消費電力なセンサ素子として広く応用されており、また、携帯電話の周波数制御素子としても応用され、通
信システムとの親和性が高い特徴もあることから、ワイレスセンサネットワークに好適な技術と言えるからである。図







SAW 共振子を用いたひずみセンサと、それを用いたアクティブ型のワイレスセンサノードの開発を行う。  
＜本研究の構成ならびに各章の要約＞ 










共振子の高感度なひずみセンサへの応用を実験的に検証した。128° Y-X LiNbO3基板及び AT カット水晶基板を用いて
SAW 共振子を試作し、日本工業規格に準拠する引張試験(JIS Z2441)によって、SAW 共振子の印加ひずみに対する共振
周波数の変化を計測した。その結果、300 MHz帯のSAW共振子にて、従来のひずみセンサを上回る10-6オーダーのひ






























配向性を有するAlN 圧電薄膜を得ることに成功した。続いて、このAlN 膜を用いて、Au/Cr/AlN/Pt/Ti/SiO2/Si の多層構






図 5 Au/Cr/AlN/Pt/Ti/SiO2/Siの多層構造を有する 
SAW 共振子の断面のSEM図 
図 6 Au/Cr/AlN/Pt/Ti/SiO2/Siの多層構造を有する 
SAW 共振子を用いたひずみ計測評価結果 
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